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九州, 2006年 1月 

36) 新宮多加志, 永井秀政, 秋山恭彦, 丸山信之, 山本佳昭, 宮嵜健史, 大洲光裕, 森竹
浩三: 頸椎前縦靱帯骨化症による嚥下障害を生じた症例. 第 61 回(社)日本脳神経外
科学会中国四国支部学術集会. 高知, 2006年 4月 
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48) 秋山恭彦, 宮嵜健史, 杉本圭司, 新宮多加志, 丸山信之, 大洲光裕, 永井秀政, 森竹
浩三: Carotid Artery Stenting後の in-stent restenosisの治療における Cutting Balloonの
使用経験. 第 15回中国四国脳神経血管内手術研究会. 高松, 2006年 9月 

49) 秋山恭彦: [教育講演]解析ツールを用いた脳血流解析. 第 9回ニューロイメージング



 6

宍道. 松江, 2006年 10月 
50) 森竹浩三, 丸山信之, 永井秀政, 三國信啓, 橋本信夫: ｢MRI 時代のてんかん外科｣長
期転帰からみた有効性と問題点. 第 65 回社団法人日本脳神経外科学会総会. 京都, 
2006年 10月 

51) 秋山恭彦, 宮嵜健史, 杉本圭司, 新宮多加志, 丸山信之, 大洲光裕, 永井秀政, 森竹
浩三: 治療転帰と医療コストからみた未破裂動脈瘤における血管内治療と開頭手術. 
第 65回社団法人日本脳神経外科学会総会. 京都, 2006年 10月 
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